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対人関係におけるストレスに影響を及ぼす要因の検討
The Analyses of Stress Mediating Factors in Interpersonal Stress
要　約
　本研究の目的は，対人感受性，対人ストレッサーをそれぞれ対人関係要因と捉え，その
対人関係要因がストレス反応にどのように影響を及ぼすかについて検討することであった。
さらに，対人感受性，対人ストレッサーという個々の対人関係要因が互いにどのような関
連を示すかについても分析することを目的とした。女子大学生（n＝121）を対象に対人スト
レッサー（対人葛藤，対人摩耗，対人過失），対人感受性（対人意識，分離不安，脆弱な内
的自己，是認要求，臆病さ），ストレス反応（心身症状，抑うつ症状，対人関係過敏症状）を
測定した。その結果，対人ストレッサーを多く抱えている者はストレス反応を多く呈し，
精神的健康を害しやすいことが示された。また，対人ストレッサーを感じやすい者は，対
人意識，分離不安，是認要求といった感受性を抱きやすく，対人意識，分離不安，是認要
求といった感受性を抱きやすい者は，心身症状，対人関係過敏症状，うつ症状のようなス
トレス反応を呈しやすいことが示された。さらに，対人ストレッサーのストレス反応に対
する直接的影響よりも，対人感受性を通しての間接的影響の方が強く，対人感受性がスト
レス媒介要因であることを本研究結果は指摘している。ストレッサー量のコントロールだ
けでなく，対人感受性に対する認知行動療法的介入が精神的健康を高めることに有効であ
ると，本研究結果は示唆した。
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Ⅰ　問題
　近年，隣人とのトラブルによる事件，児
童生徒のいじめに関するニュースなどが相
次いで取り上げられている。文部科学省
（2009）によると，いじめ認知件数は減少傾
向にあるものの，平成20年度は84,648件と
多い。また，厚生労働省（2011）によれば，
職場における個別労働紛争相談のうち，い
じめ・嫌がらせが占める割合は21年度が
12.7%だったのに対し，22年度は13.9%と増
加している。このように，学校・職場・地
域といったあらゆるコミュニティー内にお
ける対人関係の問題が多い。
　人は，まず最初に家族という小さいコ
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ミュニティーに属する。それから，学校・
職場・地域といった様々な大きいコミュニ
ティーに属して生きている存在である。そ
して，そのコミュニティーの中で自分自身
とは違った価値観を持つ他者に大きく影響
される過程を経て，あらゆる対人関係を築
いていく。生まれながら他者との関係を持
つ我々は，ひとりで生きていくことは出来
ない。上出・大坊（2009）は，「われわれは様々
な他者に囲まれて生活している。家族や友
人，恋人など，一個人が関わる対人関係は
多様であり，それぞれの関係において認知
される自己も相互作用する他者に応じて多
様に変化する」と述べている。
　次に，「ストレス」という言葉を聞かない
日がないほど，この言葉は老若男女に問わ
ず日常生活の中に浸透しているように感
じる。Selyeがストレス学説を唱えて以降，
さまざまな角度からストレス研究が行われ
てきた。ストレスは身体疾患や精神疾患な
どの危険因子であり，免疫機能などの生体
の防御力にも深く関連して，近年では衛生
学や公衆衛生学の分野でも重要課題となっ
ている（江副・森本，1994）。ストレスに関
して最近は，ある出来事をプレッシャーと
感じ，そのためにストレス反応が起きると
いった一連の過程をストレスとする考え方
である。そしてストレス反応は，ストレッ
サーの性質だけではなく，個人のストレッ
サーに対する認識や対処行動により大きく
影響される。このストレッサーの受け止め
方や対処の仕方における個人差は，精神
的・身体的ストレス反応に影響を及ぼすと
され，この個人特性をストレス媒介変数と
名付けている。ストレス媒介変数には行動
様式，人格，環境要因などが挙げられる
（Cooper，2004）。
　ストレッサーは興奮から，不安，怒り，
抑うつといった情緒的反応の引き金とな
る。不安とは，全ての人々が度々体験する
感覚であり，長時間座っていたり，じっと
座っていられないほど落ち着かない，不快
で，漠然とした憂慮の感覚に特徴づけられ
る。怒りは，ストレス状況においてよく見
られる精神的反応であり，攻撃性へとつな
がっていくものである。攻撃性の表現には
暴力や言葉があるが，暴力による攻撃性の
表現は頻繁に見られることではない。抑う
つは，著しい悲しみ，陰うつな気分という
感情に特徴づけられ，不眠や食欲不振，憂
うつなどが代表的な症状である。
　また，急性あるいは慢性的なストレッ
サーは，さまざまなストレス反応と関わ
りが深く，心の病の危険因子となっている
（中野，2005）。
　心の病を患っているわけではないが，
精神身体的健康に何らかの問題を抱えて
いる人の状態を把握する調査票として，
Derogatis et al. （1974）  により作成された
Hopkins Symptom Checklist（ 以 下HSCL）
が 広 く 使 わ れ て い る。 日 本 語 版HSCL
（Nakano & Kitamura，2001）は「心身症状」，
「強迫症状」，「対人関係過敏症状」，「不安症
状」，「抑うつ症状」の5つの下位尺度54項目
からなるものであり，高い信頼性と妥当性
が示されている。
　心身症状：体の機能に障害があるという
感覚からくる苦痛。頭痛，筋肉の痛みや不
快感，その他の身体に対する不安も含まれ
ている。
　強迫症状：自分の意思に関係なく，ある
考えにとらわれたり，行動を繰り返したり
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する強迫神経症の症状に似通った訴えから
なるもの。
　対人関係過敏症状：対人関係において適
切な行動がとれない，人と比較して劣って
いると感じる。または自意識過剰となって，
悪いことを予測してしまう。
　不安症状：不安神経症の症状に関連した
行動や状態。落ち着きのなさ，神経質，心
配が特徴。震えなどの身体症状やパニック
障害に関連した状態も含まれる。
　抑うつ症状：抑うつ神経症の症状を表し
ている。興味の減退，意欲低下のサインと
なる気分や感情。また，空虚さ，失意，悲
しみ，不安など。
　本来，対人関係には，他者からさまざま
な形の支援を受け，ストレスの緩和効果や
心身の健康を守る肯定的側面がある。黒田
ら（2004）は大学生において，自分たちの親
友関係が他の親友関係より良い，または悪
くないと評価するほど，精神的健康が高ま
るという傾向のあることを研究により指摘
した。この肯定的側面に注目して，健康や
well-beingとの関係を体系化したのがソー
シャル・サポート理論である。ソーシャル・
サポート（ときに社会的支援と訳される）と
は，簡単に言えば，ある個人がその人を取
り巻く重要な他者（家族，友人，同僚，恩
師など）から得られるさまざまな形の支援
のことを意味する。ソーシャル・サポート
を多く持てる人は，ストレス対処に役立つ
有形無形の資源を有効に活用できる社会的
能力を持っているからストレス耐性度が高
いとも考えられる。一方，対人関係はスト
レスとなり，心身の健康に悪影響を与える
否定的側面もある。加藤（2001）は，ストレ
スフルな対人関係上の出来事である対人ス
トレスイベントに注目してLazarusらのス
トレス理論に基づき，「パーソナリティ→媒
介過程（認知的評価→コーピング）→精神的
健康」という対人ストレスモデルを提唱し
た。
　対人関係がストレスとなるのは，コミュ
ニティーに属して生きていくために，好き
な人だけではなく，嫌いな人とも接してい
かなければならないという理由が挙げられ
るだろう。橋本（2003）は，様々なストレッ
サー尺度において，対人関係をストレッ
サーとして位置づけていることから，対人
関係が心身の健康を阻害・悪化しうること
を指摘している。また，橋本（2003）は，否
定的対人関係の総称的概念として「対人ス
トレス（interpersonal stress）」という語を
提唱しており，これは最広義には「対人関
係に起因するストレス」，実質的には「スト
レッサーとなりうる対人的相互作用，およ
びそれによって生じるストレス」と定義さ
れるものであり，ソーシャル・サポートを
「心身の健康に好影響を及ぼす対人関係の
包括的概念」と見なした際の，対概念とし
て位置づけられるものであるとしている。
　橋本（2005）によれば，対人ストレッサー
は「対人葛藤」，「対人摩耗」，「対人過失」から
なるとしている。対人葛藤とは，ケンカや
対立などの顕在的な葛藤事態，対人摩耗と
は，劣等感を触発する事態やスキル欠如に
より円滑なコミュニケーションが営めない
ような対人関係の生起を，未然に防ぐため
の配慮や気疲れがストレスを生じさせるも
の，対人過失とは，自身に非があって相手
に迷惑や不快な思いをさせてしまうもので
ある。ストレッサーの受け止め方や対処の
仕方には個人差がある。そこで，対人スト
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レッサーを多く抱えている人は，対人関係
において感受性が強すぎたりする個人特性
があると考えられる。
　「感受性」は「感性」とも表され，人の外
界の雰囲気や変化，他者の様子や気持ち
といった，あらゆるものを感じとる力であ
り，日常生活の中でこれらの言葉は使われ
ている。しかし，感じ方は人それぞれであ
り，「感じにくい」人もいれば，「感じやすい」
人もいるだろう。平井（1990）は，感じやす
さについて，「感性」または「感受性」と「神経
質」の二つの問題を考えてみる必要性があ
るとし，前者は好ましい傾向だが，後者は
病理的な考え方と結びついていると指摘し
た。また，このような感じやすさの二面性
を佐藤（1990）は，感じやすさの結果から
「健全な感じやすさ」と，「健全でない感じや
すさ」の二つについて，教育相談の諸相か
らまとめている。健全な感じやすさとは，
相手の気持ちや感情を正しく感じとり，そ
の結果，二人の間の人間関係が個人的・社
会的に満たされる展開になるのであれば健
全であり，相手の気持ちや感情，行動を必
要以上に自分に関係づける感情が強く働い
てしまい，かえって他者との関係がスムー
ズに持てないのが健全でない感じやすさと
だという。さらに，三好（1999）は感受性の
はたらきを，外界からの情報を受け取るレ
セプターとしての働きである認知的側面
と，それを受けたことによって何らかの影
響を受けるという被影響性，または反応性
という2側面があることを指摘した。
　他にも対人関係における感受性につい
て は，Boyce & Parker（1989）は「 他 者 に
関する過度の気づきと他者への行動およ
び感情への感受性」として，Interpersonal 
Sensitivity（以下IPSとする）を定義した。
また，江田・日高（2007）は，IPSを対人感
受性と訳し，「他者の言動，状態に関する過
度の敏感さと被影響性」と定義している。
　このIPSを評価する尺度としてBoyce & 
Parker（1989） はInterpersonal Sensitivity 
Measure（以下IPSMとする）を開発し，桑
原ら（1999）がIPSMの邦訳を行い，日本語
版IPSMを 作 成 し た。 日 本 語 版IPSMは，
「対人意識」，「是認要求」，「分離不安」，「臆病
さ」，「脆弱な内的自己」の5つの下位尺度36
項目からなり，適度な信頼性と妥当性が示
されている。対人意識は，人の評価や考え
を気にしやすい傾向，是認要求は，人から
の同意を求めたがる傾向，分離不安は，人
から心理的に遠ざかることによって不安が
生じやすい傾向，臆病さは，人に対して遠
慮してアサーティブになれない傾向，脆弱
な内的自己は，人から拒絶されるのではと
自己開示できない傾向のことである。
　桑原ら（1999）は，うつ病既往群と非既
往群との間では，前者は後者よりIPSMの
得点が高い得点を示し，IPSの高さは抑う
つと関連していると指摘した。また佐藤
（1990）は，感じやすい心をもつ子は，一般
的に過保護的教育下で育てられ社会的経験
が少なく，非社交的で内向的な行動パター
ンを取り，対人関係において過敏傾向をも
つという。さらに，神経症的な子どもは本
来，繊細な感受性を持っており，社会的場
面において他者に対して神経を遣う傾向
があることを指摘している。そして三好
（1999）は，対人関係において，感受性の被
影響性の側面と社会的な不適応とは，密接
な結び付きがあると指摘した。
　本研究においては，対人感受性，対人ス
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トレッサーをそれぞれ対人関係要因と捉
え，その対人関係要因がストレス反応にど
のように影響を及ぼすかについて検討する
ことであった。対人ストレッサーは直接ス
トレス反応に影響を及ぼすだけでなく，対
人感受性を介して間接的にも影響を及ぼし
ていると考えられる。さらに，対人感受性，
対人ストレッサーという個々の対人関係要
因が互いにどのような関連を示すかについ
ても分析することを目的とした。本研究に
おける仮説は，対人関係において，感受性
が強い人，対人ストレッサーが多い人は，
精神的健康度が低く，多くのストレス反応
を呈すると考えられる。一方，感受性が弱
い人，対人ストレッサーが少ない人は，ス
トレス反応が少なく，精神的健康度が高い
と考えられる。
Ⅱ　方法
対象者と手続き
　対象者は，A県の私立女子大学の121名
（年齢の平均＝18.36歳，SD ＝.64）であり，
2011年6月の授業時に無記名式の質問紙を
配布し，一週間後の授業時に回収をした。
評価材料
日本語版Hopkins Symptom Checklist
　Derogaitis et al. （1974）に よ り 作 成 さ
れた尺度をもとに，Nakano & Kitamura 
（2001）が作成した54項目からなる尺度であ
る。5つの下位尺度のうち，「心身症状」「対
人関係過敏症状」「抑うつ症状」の3つの下位
尺度を使用し，各項目は「たびたびある」か
ら「ぜんぜんない」までの4件法で質問した。
質問項目は以下の通りである。内的一貫性
による信頼性および併存的妥当性が示され
ている。
対人ストレッサー尺度
　橋本（2005）が対人ストレスを測定するた
めに作成した18項目からなる尺度である。
下位尺度は「対人葛藤」「対人摩耗」「対人過
失」の3つであり，「まったくなかった」から
「しばしばあった」の4件法で質問した。信
頼性，構成概念妥当性が示されている。質
問項目は以下の通りである。
日本語版 Interpersonal Sensitivity Measure
　Boyce & Parker（1989）により作成され
た尺度をもとに，桑原ら（1999）が作成し
た尺度である。下位尺度は「対人意識」「分
離不安」「脆弱な内的自己」「是認要求」「臆病
さ」の5つからなり，「ぜんぜんない」から「た
びたびある」の4件法で質問した。適度な信
頼性と妥当性が示されており，質問項目は
以下の通りである。
Ⅲ　結果
　平均値と標準偏差，相関を表1に示した。
各尺度の相関関係
　対人感受性の下位尺度である「対人意
識」，「是認要求」，「分離不安」，「臆病さ」，「脆
弱な内的自己」，対人ストレッサーの下位
尺度である「対人葛藤」，「対人摩耗」，「対人
過失」と精神症状である「心身症状」，「対人
関係過敏症状」，「抑うつ症状」との関連を検
討するために，Pearsonの積率相関係数を
算出し分析を行った。表1に結果を示した。
　対人感受性の下位尺度である是認要求
は，全ての精神症状との間に正の相関関係
が認められた（r = .31 ～ r = .33，p < .01）。
対人意識は，全ての精神症状の下位尺度と
の間に正の相関関係が認められ（r = .50 ～ 
r = .69， p < .01），脆弱な内的自己と全て
の精神症状の間にも正の相関関係が認めら
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れた（r = .51 ～ r = .66，p<.01）。対人感受
性の下位尺度である分離不安は，心身症状
と正の相関関係が認められ（r = .56，p < 
.01），対人関係過敏症状症，抑うつ症状と
の間に高い正の相関関係が認められた（r = 
.73 ～ r = .75，p < .01）。対人感受性の下
位尺度である臆病さと心身症状は正の相関
関係が認められ（r = .40，p < .01），対人関
係過敏症状症，抑うつ症状との間に正の相
関関係が認められた（r = .50 ～ r = .53，p 
< .01）。
　対人ストレッサーの対人葛藤は，心身症
状と正の相関関係が認められ（r = .34，p < 
.01），対人関係過敏症状症，抑うつ症状と
の間に正の相関関係が認められた（r = .44 
～ r = .46， p < .01）。対人ストレッサーの
対人過失は，全ての精神症状との間に正の
相関関係が認められた（r = .45 ～ r = .54，
p < .01）。対人ストレッサーの対人摩耗は，
心身症状と低い正の相関関係が認められ（r 
= .39，p < .01），対人関係過敏症状症，抑
うつ症状との間に正の相関関係が認められ
た（r = .45 ～ r = .52， p < .01）。
　対人感受性の対人意識は，対人ストレッ
サーの対人葛藤，対人摩耗と正の相関関係
が認められ（r = .28 ～ r = .40，p < .01），
対人ストレッサーの対人過失との間には
正の相関関係が認められた（r = .51，p < 
.01）。対人感受性の分離不安は，対人葛藤
と正の相関関係が認められ（r = .36，p < 
.01），対人過失，対人摩耗との間に正の相
関関係が認められた（r = .51 ～ r = .58 ，p 
< .01）。対人感受性の脆弱な内的自己は，
対人葛藤と正の相関関係が認められ（r = 
.388，p < .01），対人過失，対人摩耗との
間に正の相関関係が認められた（r = .47 ～ 
r = .50， p < .01）。対人感受性の是認要求は，
対人過失，対人摩耗との間に正の相関関係
が認められ（r = .27 ～ r = .28， p < .01），
対人葛藤との間にまったく相関関係はみら
れなかった（r = .08，n.s.）。対人感受性の
臆病さは，対人葛藤と正の相関関係が認め
表1　各下位尺度の平均，標準偏差，ピアソンの相関係数
変　数 M （SD） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1 心身症状 24.80 6.83 ―
2 対人関係過敏症状 25.59 6.96 .72** ―
3 抑うつ症状 19.70 5.73 .63** .84** ―
4 対人葛藤 1.53 .54 .34** .46** .44** ―
5 対人過失 1.87 .64 .45** .53** .54** .63** ―
6 対人摩耗 2.09 .68 .38** .45** .53** .58** .54** ―
7 対人意識 14.05 4.83 .50** .69** .69** .28** .51** .40** ―
8 分離不安 14.67 5.27 .56** .73** .75** .36** .58** .51** .77** ―
9 是認要求 19.89 5.42 .31** .32** .33** .08 .28** .27** .41** .45** ―
10 脆弱な内的自己 8.73 3.34 .51** .65** .66** .39** .47** .50** .63** .71** .26** ―
11 臆病さ 18.00 5.81 .38** .50** .53** .21** .42** .49** .56** .65** .69** .49**
**p <.01 , *p <.05
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られ（r = .21，p < .05），対人過失，対人摩
耗との間に正の相関関係が認められた（r = 
.42 ～ r = .49，p<.01）。
２．精神症状の重回帰分析
　精神症状の下位尺度である「心身症状」，
「対人関係過敏症状症」，「抑うつ症状」を従
属変数とし，対人感受性，対人ストレッ
サーの下位尺度を独立変数とした重回帰分
析を行った。
　「心身症状」を従属変数とした重回帰分析
の結果を表2に示す。この分析においては，
「分離不安」，「脆弱な内的自己」がその説明
に寄与した。「分離不安」の分散は31.0%，「関
係開始」の分散は2.4%，合計で33.4%の分散
を説明した。「分離不安」，「脆弱な内的自己」
が「心身症状」に正の影響を及ぼすことが示
された。
表2　心身症状を従属変数とした重回帰分析
独立変数 β t値 有意水準
分離不安 .400 3.73 <.001
脆弱な内的自己 .221 2.06 <.05
R2＝.334，F［2/118］=29.60　p<.001
　「対人関係過敏症状」を従属変数とした重
回帰分析の結果を表3に示す。この分析に
おいては「分離不安」，「対人葛藤」，「対人意
識」，「脆弱な内的自己」がその説明に寄与し
た。「分離不安」の分散は53.5%，「対人葛藤」
の分散は2.2%，「対人意識」の分散は4.0%，
「脆弱な内的自己」の分散は1.3%，合計で
63.0%の分散を説明した。「分離不安」，「対
人葛藤」，「対人意識」，「脆弱な内的自己」が
「対人関係過敏症状」に正の影響を及ぼす事
が示された。
表3　対人関係過敏症状を従属変数とした重回帰分析
独立変数 β t値 有意水準
分離不安 .327 3.26 <.01
対人葛藤 .192 3.10 <.01
対人意識 .280 3.10 <.01
脆弱な内的自己 .167 2.00 <.05
R2＝.630，F［4/116］=49.28　p＜.001
　「抑うつ症状」を従属変数とした重回帰分
析の結果を表4に示す。この分析において
は「分離不安」，「対人葛藤」，「対人意識」が
その説明に寄与した。「分離不安」の分散は
56.8%，「対人葛藤」の分散は3.3%，「対人意
識」の分散は3.1%，合計で63.2%の分散を説
明した。「分離不安」，「対人葛藤」，「対人意
識」が「抑うつ症状」に正の影響を及ぼすこ
とが示された。
表4　抑うつ症状を従属変数とした重回帰分析
独立変数 β t値 有意水準
分離不安 .471 5.20 <.001
対人葛藤 .194 3.22 <.01
対人意識 .276 3.13 <.01
R2＝.632，F［3/117］=66.88　p<.001
３.　対人関係要因のストレス反応への影
響モデルの検証
　対人ストレッサーはストレス反応を直
接引き起こすだけでなく，対人感受性を
通しても影響を及ぼしているとする，対人
関係要因のストレス反応への影響モデルを
共分散構造分析を用いて検証した。ストレ
ス反応としての「心身症状」，「抑うつ症状」，
「対人関係過敏症状」，対人ストレッサーの
「対人葛藤」，「対人過失」，「対人摩耗」，対人
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感受性の「分離不安」，「対人意識」，「是認要
求」，「脆弱な内的自己」，「臆病さ」の変数を
分析対象とした第1のモデルに対して，最
尤法により共分散構造分析を行った。そ
の結果，適合度指標は GFI = .87，NFI = 
.89，CFI = .92，RMSEA = .12であり，適
合度指標値が低かったため，モデルの再検
討をし，第2のモデルを作成した。第2のモ
デルでは，他者との関係を意識した対人感
受性の「分離不安」，「是認要求」，「対人意識」
に焦点を当て，自身の心の問題に焦点を当
てた対人感受性の「脆弱な内的自己」，「臆病
さ」の下位尺度を分析対象から外し，再び
共分散構造分析を行った（図1参照）。
　ストレス反応としての「心身症状」，「抑
うつ症状」，「対人関係過敏症状」，対人ス
トレッサーの「対人葛藤」，「対人過失」，「対
人摩耗」，対人感受性の「分離不安」，「対人
意識」，「是認要求」を変数とした分析結果
は，GFI ＝ .94，NFI ＝ .94，CFI ＝.98で
あり，0から1までの値をとる適合度指標に
おいて，すべての値が0.9以上となる高い適
合度指標値であった。RMSEAによるこの
モデルの選択における危険性は7.5％である
ことが示され，「対人関係要因のストレス反
応への影響モデル」を採択することとした。
潜在変数である「対人ストレッサー」，「スト
レス反応」，「対人感受性」から各観測変数へ
の標準化推定値は，すべての変数において
0.1％水準で統計的に有意であった。潜在変
数間の関係については，0.1％水準で「対人
ストレッサー」から「対人感受性」に正の影
響（.68 ）が，「対人感受性」から「ストレス反
応」に正の影響（.73）がみられた。「対人スト
レッサー」から「ストレス反応」には，5％の
危険水準で正の影響（.20）がみられた。
.84
 .92
 
.47
.91
 
.73
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.68
 
.72
 
.82
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.93
図1　対人関係要因のストレス反応への影響モデル
Ⅳ　考察
　本研究の目的は，対人感受性，対人スト
レッサーをそれぞれ対人関係要因と捉え，
その対人関係要因がストレス反応にどの
ように影響を及ぼすかについて検討し，さ
らに対人感受性と対人ストレッサーという
個々の対人関係要因が互いにどのような関
連を示すかについて検討することであっ
た。対人関係の感受性特性を測定するため
に，日本語版IPSM尺度，人間関係に起因
する対人ストレスを測定するためには，対
人ストレッサー尺度を用いた。ストレス反
応の測定には，日本語版HSCL尺度を用い
た。 まず，対人感受性，対人ストレッサー
の各変数とストレス反応の各変数との関連
について相関分析を行った。結果は以下の
通りであった。
　対人感受性の是認要求は，全てのストレ
ス反応との間に正の関連が示された。対人
意識は，全てのストレス反応との間に正の
関連が示され，脆弱な内的自己と全てのス
トレス反応の間にも正の相関関係が認めら
れた。分離不安は，心身症状と正の関連を
示し，対人関係過敏症，抑うつ症状との間
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に高い正の相関関係が認められた。臆病さ
と心身症状は，正の関連が示され，対人関
係過敏症，抑うつ症状との間には正の相関
関係が認められた。是認要求は，人からの
同意を求めたがる傾向のことであり，対人
意識は，人の評価や考えを気にしやすい傾
向，分離不安は，人から心理的に遠ざかる
ことによって不安が生じやすい傾向，臆病
さは，人に対して遠慮してアサーティブに
なれない傾向，そして脆弱な内的自己は，
人から拒絶されるのではと自己開示できな
い傾向のことである。このことから，他者
への過度な気づきや他者への過度な配慮を
している人は，ストレス反応が高く，精神
的健康に影響を及ぼしていると考えられ，
IPSの高さは抑うつと関係しているという
先行研究の結果と一致していた。
　また，対人ストレッサーの対人葛藤は，
心身症状と低い正の関連が示され，対人関
係過敏症，抑うつ症状との間に正の関連が
示された。対人過失は，全てのストレス反
応との間に正の相関関係が認められた。対
人摩耗は，心身症状と低い正の関連が示さ
れ，対人関係過敏症，抑うつ症状との間に
正の関連が認められた。対人葛藤とは，ケ
ンカや対立などの顕在的な葛藤事態，対人
過失とは，自身に非があって相手に迷惑や
不快な思いをさせてしまうもの，対人摩耗
とは，劣等感を触発する事態やスキル欠如
により円滑なコミュニケーションが営めな
いような対人関係の生起を，未然に防ぐた
めの配慮や気疲れがストレスを生じさせる
ものである（橋本，2005）。このことから，
対人ストレッサーが多い人は，ストレス反
応を多く呈し，精神的健康に影響を及ぼし
ていると考えられる。従って，本研究にお
いて，対人関係において相手から良く思わ
れていないと考えている人，感受性が強す
ぎる人，対人ストレッサーが多い人は，精
神的健康に影響を及ぼしているとした仮説
を本研究における結果は，支持したことに
なる。
　一方，対人感受性の対人意識は，対人ス
トレッサーの対人葛藤，対人摩耗，対人過
失と正の関連が示された。分離不安は，対
人葛藤と低い正の相関関係が認められ，対
人過失，対人摩耗との間に正の相関関係
が認められた。脆弱な内的自己は，対人葛
藤と正の関連が示され，対人過失，対人摩
耗との間に正の関連が示された。是認要求
は，対人過失，対人摩耗との間に正の相関
関係が認められたが，対人葛藤との間には
まったく相関関係は認められなかった。臆
病さは，対人葛藤と正の関連が示され，対
人過失，対人摩耗との間に正の関連が示さ
れた。このことから，人の評価や考えを気
にしやすく，人から心理的に遠ざかること
によって不安が生じやすい，また人から拒
絶されるのではと自己開示できず，人に対
して遠慮してアサーティブになれない人ほ
ど，より多くの対人ストレッサーを抱えて
いるのではないかと考えられる。是認要求
と対人葛藤との間に関連が示されなかった
のは，是認要求は人からの同意を求めたが
る傾向であり，対人葛藤はケンカや対立な
どの顕在的な葛藤事態である。人からの同
意を得るためには，ケンカや対立といった
マイナスな対人関係を築くより，友好的な
対人関係を築くはずである。そのため，是
認要求と対人葛藤との間に関連が示されな
かったと考えられる。従って，本研究にお
いて，相手から良く思われていないと思っ
40
跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀要　第 1 号　2013
ている人は，感受性が強く，また対人スト
レッサーも多いと考えた。本研究における
結果は，この仮説の部分的な支持に留まっ
た。
　次に，重回帰分析を行い，対人感受性，
対人ストレッサーの各特性のストレス反応
の各側面への影響について検討をした。そ
の結果，対人感受性の分離不安が，全ての
ストレス反応へ影響を及ぼしていることが
示された。このことから，今まで親しくし
ていた人の心が自分から離れてしまうと不
安が生じやすくなり，ストレス反応を呈す
ることが指摘された。
　Winnicott（1971/1979）は，乳幼児は，自
他未分化で受身的な絶対的依存の母子一体
の世界にあってすべての対象を操作できる
といった錯覚を抱くが，次第に母親＝自分
であるのが錯覚にすぎないと気付き始める
と述べている。やがて，絶対的依存から自
他が分離した一者関係から二者関係の相対
的依存へとなり，その移行期に，母親との
分離不安が生じて毛布やぬいぐるみといっ
た，母親的あたたかさを連想させるような
物に愛着を示すという移行対象を唱えた。
従って，対人感受性の分離不安は，家族関
係の影響を示唆するものであった。
　さらに，本研究結果は，分離不安，脆弱
な内的自己が心身症状に影響を及ぼしてい
ることが示された。人から拒絶されるので
はないかと恐れ，自己をさらけ出すことが
できず，他者と心理的な距離を感じて不安
が生じ，その不安を頭痛，筋肉の痛みや不
快感，その他の身体に対する不安に重ねて
いるのではないかと考えられる。
　また，分離不安，対人葛藤，対人意識，
脆弱な内的自己が対人関係過敏症状に影響
を及ぼしていることが示された。他者の評
価や考えを気にしやすいが，ケンカや対立
などの顕在的な葛藤事態を抱えているため
に，心理的な距離を感じ，人から拒絶され
るのではないかと自己開示できずに，対人
関係過敏症状を呈していると考えられる。
　そして，本研究では，分離不安，対人葛
藤，対人意識が抑うつ症状に影響を及ぼし
ていることが示された。心の拠り所が無く
不安な状態で，他人と対立するといった葛
藤の中にいても，それ以上状況を悪化させ
ないために，他人の評価や考えを気にして
しまい，引っ込み，エネルギーの低下，失
意，落胆，悲しみ，自尊心の低下に繋がり，
抑うつ症状を呈していると考えられる。さ
らに，対人ストレッサーのストレス反応に
対する直接的影響よりも，対人感受性を通
しての間接的影響の方が強く，対人感受性
がストレス媒介要因であることを本研究結
果は指摘している。ストレッサー量のコン
トロールよりも対人感受性に対する認知行
動療法的介入が精神的健康を高めることに
有効であると，本研究結果は指摘した。
　本研究における今後の課題を以下に述べ
る。まず，対人ストレッサーに関して，本
研究においては，想定する対人を友達に限
定して評価を行ってもらった。しかし，対
人感受性の分離不安が家族関係の影響を示
唆するものであったように，日常生活の中
では，友達だけが対人ではなく，両親や兄
弟も重要な対人であることから，両親や兄
弟を含めた対人での検討も必要である。ま
た，本研究では，女子大学生のみを対象と
して検討を行っており，サンプルが偏って
いる。従って，今後は性別や幅広い年齢を
対象として検討することが望まれる。
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